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研究の概要 
中国大陸東北部に大規模な広帯域地震観測網を日中米の国際協力により構築し、中国大陸の形 

成過程、日本列島東岸から沈み込み中国大陸下に滞留している海洋プレートのダイナミクスの 

解明を目指すと共に、地球深部を照らしだす巨大“望深鏡”地震計アレイとして、マントル 

最深部および地球中心核の構造・ダイナミクス解明を目指す。 

研 究 分 野： 数物系科学 
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１．研究開始当初の背景 ４．これまでの成果 
NECESSArray とは、NorthEast China Extended 
SeiSmic Array の頭文字などから作った中国
東北部における大規模機動的地震観測網の
略称である。本観測計画は、日中米の国際共
同観測として準備期間を含め2007年夏から5
年間の予定で行われる。NECESSArray は、機
動広帯域地震観測点計 120 点を基盤にした、
観測点間隔<100km，差渡し 1000kmをこえる、
かつて例をみない巨大で稠密な広帯域地震
計アレイである。 

１２０点の大規模な広帯域地震観測網を中
国東北部に構築したこと自体がこれまでの
最大の成果である。日中米のそれぞれのチー
ムによる様々なテスト観測を経て、2009 年 9
月の約 1ヶ月をかけて１２０点の設置を完了
した（図１）。 
 

 
２．研究の目的 
(1)中国大陸の形成・火成活動とダイナミク
スの解明。 
(2)中国大陸下に滞留している沈み込んだ海
洋プレート（スタグナントスラブ）のダイナ
ミクスの解明。 

図１ NECESSArray 観測網 (3)マントル最深部（CMB）および地球中心核
の構造およびダイナミクスの解明。  

設置終了一月ほどたった2009年10月後半か
ら、問題観測点のあらいだしを目的とした観
測点の保守作業を中日のメンバーで行った。 
降雪の影響もあり全観測点を見回ることは
出来なかったが、３／４にあたる９０点ほど
の保守が行え、ほぼ全点問題なく稼働してい
ることが確認できた。 

 
３．研究の方法 
観測網下の地殻・上部マントルの地震波速度
および減衰率の詳細な３次元構造のマッピ
ングを様々な地震学的解析手法を駆使し集
中的におこなう。また異なった手法から得ら
れる情報を統合して、中国東北部の地殻・マ
ントルの構造モデルを提出し、温度・化学分
布、ダイナミクスにまで制約を与えることを
目指す。 

 
回収した 1ヶ月ほどの期間の波形データを精
査した結果、極めて良質な波形データが得ら
れていることが判明した。図２は、2009 年 9
月 30 日に南米のボリビア下で起きた 

 



５．今後の計画 マグニチュード 5.8の小規模な深発地震の記
録である。人工的なノイズが少ないこと（内
モンゴルの草原の中）、また大陸内であるこ
とにより海洋波浪ノイズ（脈動）も弱いこと
があり、極めて良質なデータが取られている。
この観測網が予定通り 2 年間維持できれば、
地球内部ダイナミクスに理解に向けて、当初
予定していた以上の新たな知見を与えてく
れる可能性があり、学術的インパクトの高い
研究が進むと期待できる。 

今後２年間観測網を維持すると共に、データ
解析、解析結果のモデリングなどを通して当
初の目的を達成する。観測網の展開が終わっ
たばかりでデータを使った研究成果はまだ
少ないが、120 点もの広帯域地震観測網を国
際共同研究とはいえ一研究グループが構築
し得たことは、それ自体が世界の観測地震学
コミュニティに大きなインパクトを与える
と考えられる。また、カバーする領域が沈み
込みダイナミクスの理解に極めて重要な中
国東北部であることも学術的価値を高めて
いる。データは観測終了後の２年間のモラト
リアム期間の後、世界の研究者に公開される。 
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図３ 内核表面からの地震波の減衰率の変化の様子．深

さと共に減衰が強くなっているが明らかになった． 


